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⚫学部学生数：
12,155名

（9学部29学科）

⚫大学院学生数：
1,475名

（10研究科26専攻）

※いずれも2023年5月1日現在

本学の概要

https://www.sophia.ac.jp/jpn/aboutsophia/facts/
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⚫ 2022年度より全学共通科目の体系を刷新

– コア科目群として４つの領域を設定

– 1年次必修科目として「データサイエンス概論」を導入

全学共通科目のコア科目としてデータサイエンスを導入
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データサイエンス教育に関する主な経緯

2019年6月 データサイエンス関係科目検討分科会設置

2020年4月 全学共通科目の選択科目として「データサイエンス概論」開講開始

2021年7月 基盤教育センター設置：データサイエンス領域にて「データサイエンス概論」の全
学必修化に向けた準備を行う

2021年8月 「データサイエンス概論」が文部科学省「数理・データサイエンス・AI教育プログ
ラム認定制度（MDASH）」のリテラシーレベルに認定

2022年4月 1年次必修科目として「データサイエンス概論」開講開始（2単位、年間28コマ、
うち英語科目3コマ）
上智大学データサイエンス・プログラム開始

2023年8月 上智大学データサイエンス・プログラムが文部科学省「数理・データサイエンス・
AI教育プログラム認定制度（MDASH）」の応用基礎レベルに認定
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⚫ 対面授業

⚫ １年次生（約2,900人）に対して、春・秋学期に分けて開講

⚫ 2023年度は所属学部の異なる12人の教員で29コマ分を担当（うち英語科目4コマ）

– 約100人/コマ

⚫ 9学部29学科のうち、類似する学科で各クラスを編成

データサイエンス概論の開講状況
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⚫ 全ての担当教員でモデルカリキュラムに準拠した規定の授業用スライドを共有しつつ、各教員の
専門に関するコンテンツも追加可能とする柔軟な標準化

⚫ 授業準備（Moodleの設定方法など）や授業の運営方法などは管理用ウェブサイトでマニュアル化

– 過去の授業の録画も共有し、新規の担当教員でも容易に再現できるよう工夫

データサイエンス概論の運営方法
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⚫ 大きく4つのカテゴリ

1. 事例：3週（第2～4回）

✓ オリジナル動画やグループディスカッ
ションを通じてデータ活用事例を学ぶ

2. 手法：4週（第5～8回）

✓ 統計学の基本から最近の機械・深層学
習の発展までを「数式なし」で学ぶ

3. 演習：3週（第9～11回）

✓ Excelを用いた集計や作図の方法を実
データを用いて演習

4. 態度：2週（第12～13回）

✓ セキュリティや法律、倫理などについ
て学ぶ

授業の内容

7

回 テーマ

第1回 イントロダクション

第2回 事例① 日常生活とデータサイエンス

第3回 事例② ビジネスとデータサイエンス

第4回 事例③ 公共政策とデータサイエンス

第5回 手法① 特徴を理解する

第6回 手法② 違いを確かめる

第7回 手法③ 新たな発見をする

第8回 手法④ 将来を予測する

第9回 演習① データの操作

第10回 演習② データの可視化

第11回 演習③ データの利活用

第12回 態度① データのセキュリティ

第13回 態度② データの法と倫理

第14回 まとめ・最終レポート相互評価



⚫ 事例ではオリジナル動画を作成

– 日常生活、ビジネス、公共政策の各分野で３本（全９
本）作成し、Moodleで公開して視聴可能とする

⚫ 事例ではグループディスカッションを計３回行い、その内
容をリフレクションシートとして提出させて評価

⚫ 手法と態度ではMoodle上で小テストを実施し、正誤を
フィードバック

⚫ 演習では教室で実際にパソコンを用いたExcel実習を行う

⚫ 最終課題は行政データを用いた分析を伴うレポートとし、
規定のルーブリックに基づく学生間の相互評価を行う
（Moodleのワークショップ機能）

⚫ 毎回の授業の最後に授業評価アンケートを実施して理解度
や推奨度などを測定、学期末に分析して改善を図る

授業の工夫（アクティブ・ラーニング等）
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⚫今年春学期の授業評価アンケートの分析結果

– 上智大学・IR推進室（担当：鎌田浩史）による分析

– 回答者数：約1,400名

2023年度・春学期授業評価アンケート結果
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授業は概ね好評。第6回で「難しかった」が最多。
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学部間の差はあまり見られないが、「内容が難しかった」のみ外国語学部のスコアが高い。
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「内容が難しかった」を学部ごとにみると外国語学部が全体的に高い。
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第9回-第10回のExcel演習と最終回の授業推奨度が高い。
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外国語学部の推奨度が全体的に低く、とくに第6回-第7回のNPSはマイナス。

14



到達目標の達成感については概ね良好。
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ほとんどの学生が「教養として知っておきたい」「就職してからの仕事の中で活かしたい」。
多くの学生が上位科目の履修やゼミ・卒論・卒研に活かしたいと考えている。
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学部ごとにみると、とくに経済学部と理工学部の学生が上位科目の履修に意欲的。
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（参考）相談窓口：データサイエンス・クリニック
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データサイエンスに関する学習やレポート・論文作成のための相談窓口

○ 特定テキストや参考書に理解できない部分がある

○ 統計解析パッケージの使い方やプログラミングの方法がわからない

○ サークルでアンケート調査を実施したいのでアドバイスがほしい

○ データサイエンスに関する資格や検定について相談したい

× テストや課題の解答を教えてほしい

メール相談 オンライン相談



⚫オープンバッジのデジタル修了認定証が与えられる制度

– 2023年8月にスタンダードコースが「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制
度（MDASH）」の応用基礎レベルに認定

（参考）上智大学データサイエンス・プログラム
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スタンダード
コース

アドバンスト
コース

100:

導入

200:

展開

300/400:

探求・統合

⚫ データサイエンスとデータエンジニアリングの基礎
⚫ 人工知能基礎
⚫ データサイエンスと人工知能の実践

⚫ データサイエンス概論

⚫ 「アドバンストコース科目リスト」から4科目
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